
◎
論

説

、
民
族
を
ど
う
見
る
か

古
典
に
見
る
漢
族
女
性
の
形
象

王
昭
君
考

松

尾

肇

子

・
・
…

は
じ
め
に

王
昭
君

は
、
楊
貴
妃
や
西
施
と
な
ら
ん
で
、
日
本

で
も
よ
く
知
ら

れ
た
中
国
古
代

の
美
女
だ
が
、
そ
の
表
象
に
は
日
本
と
中
国
と
で
違

い
が
あ
る
。
あ
る
日

の
講
義
で
、
王
昭
君
を
知

っ
て
い
る
と
挙
手
し

た
学
生

に
ど
う
い
う
人
物
か
を
述

べ
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
日
本
人
学
生

が
、
匁
奴

に
遣
ら
れ
た
薄
倖
の
佳
人
だ
と
答
え
た
の
に
対
し
て
、
中

国
人
留
学
生
は
、
漢
民
族
と
少
数
民
族
と
の
文
化
交
流

に
貢
献
し
た

女
性
だ
と

い
う
答
え
で

一
致
し
た
。
そ
の
後
三
枚

一
セ
ッ
ト
の

『王

ム　
　

昭
君
記

念
郵
票
冊
』
を
入
手
し
た
。
漢

の
宮
殿

で
琵
琶
を
弾
ず

る

「昭
君
」
と
題
す
る
二
〇
分
切
手
、
赤

の
表
地

に
白

い
毛
皮
裏

の
つ

ぜ
ん

う

い
た

フ
ー

ド

付

き

の

マ

ン

ト

を

は

お

り

、

旬

奴

の

王

で
あ

る
単

干

と

酪
駝
を
並
べ
て
進
む

「出
塞
」
と
題
す
る
五
〇
分
切
手

(図
1
)
、

漢
と
胡
の
人
々
に
囲
ま
れ
て
杯
を
手
に
胡
服
を
ま
と

っ
て
単
干
と
並

び
立

つ

「和
親
」
と
題
す
る
三
元
切
手
の
三
枚
で
あ
る
。
折
本
に
仕

立

て
ら
れ
た
冊
子
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、

こ
の
記
念
切
手

の

趣
旨
が

「和
親
」
に
あ
る

こ
と

は
、
そ
れ
が

き
わ
だ

っ
て
大
き

い

(五

×
九

㎝
、
他

は
三

×
五

㎝
)

こ
と
か
ら

も
推
察

で
き
る
。
ま

た
、
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

に
あ
る
王
昭
君

の
墓
と
さ
れ
る
場
所

に

は
、
現
在
、
単
干
と
馬
を
並
べ
て
進
む
王
昭
君

の
彫
像
が
立
て
ら
れ

ラ

コ

む

て
し
る
と

し
う

王
昭
君
は
、
次
章
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、

い
つ
の
時
代
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
作
品
に
描
か
れ
た
。
清
朝
以
前
で
は
、
絵

師

の
毛
延
寿
に
賄
賂
を
贈
ら
な
か

っ
た
た
め
に
醜
く
描
か
れ
、
異
民

族

に
嫁
が
さ
れ
た
悲
劇

の
美
女
と
さ
れ
る
の
が
常

で
、
日
本
人
が

一
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「出塞」(『王昭 君記 念郵 票冊 』)図1

 

い
て
中
原

地
域
と
は
異
な
る
文
化
を
持
ち
、

縁
に
位
置

し
た
は
ず

で
あ
る
が
、

の
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
歴
史
小
説

旬
奴

の
王

で
あ
る
呼
韓
邪
単
干
が
、

と
を
語

る
の
を
聞
く
場
面
を
次

の
よ
う
に
描
く
。

○
彼
女

の
目

の
光
と
笑
顔
は
そ
の
誕
生

の
地
を
想
像
さ
せ
た
。

東
方

の
神
秘
的

で
昔
か
ら
変
ら
な
い
川

の
流
れ
、
あ
の
月
光
の

下

に
静
か
に
た
た
ず
む
宮
殿
や
町
、
そ
の
紅

い
碑
や
緑

の
瓦
、

亭
台
楼
樹
、
古

い
廟
や
祭
祀
、
朝
廷
で
の
拝
礼
や
儀
式
、
そ
れ

に
奇
妙
な
象
形
文
字
と
玄
奥
な
哲
学
教
義
。
呼
韓
邪
は
気
づ
い

た
。
自
分
が
も
は
や
昔

の
若

い
草
原
の
王
子
で
は
な
く
、
も
う

す
ぐ
五
〇
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
彼
が
慕

っ
た
文
化

般
的
に
抱

い
て
い
る
王
昭
君
像
は
ま

ハ
ワ
や

さ
し
く
近
代
以
前

の
そ
れ
で
あ
る
。

現
在

の
中
国
で
語
ら
れ
る
、
漢
民
族

と
異
民
族

の
融
和

の
象
徴
と
し
て
の

王
昭
君
像

の
初
め
は
、
曹
禺
の
京
劇

『
昭
君
出
塞
』

に
あ
る
よ
う
だ
。
王

昭
君

は
三
峡

の
村

の
出
身

と
さ
れ

る
。
趙
毅
衡
が
小
説

『昭
君

・
毛
延

寿

・
漢
元
帝
』
の
中

で
彼
女
を

「方

言
丸
出
し

の
田
舎
娘
」
と

し
た

よ

ハ
う
　

う
に
、
そ
こ
は
紀
元
前
の
中
国
に
お

漢
朝
廷
か
ら
す
れ
ば
周

文
学
世
界
で
の
王
昭
君
は
漢
族
そ

ハペ
　

『王
昭
君

・
出
塞
曲
』

で
は
、

王
昭
君
が
ふ
る
さ
と
姉
帰

の
こ

を
深
く
理
解
す
る
こ
と
は
永
遠

に
か
な
わ
な
い
こ
と
、
し
か
し

今
、
彼
は
彼
女
を
抱

い
て
い
る
ー

漢
文
化
そ
の
も
の
で
あ
る

娘
を
。
〔地
的
目
光
和
笑
容
使
伽
想
象

着
地
的
誕
生
之
地
-

東
方
神
秘
古
老
的
河
流
、
那

一
座
座
月
光
下
寧
静
姑
立
的
宮

殿

・
城
市
、
那
些
紅
縛
緑
瓦
、
亭
台
楼
樹
、
那
些
古
廟

・
祭

祀
、
朝
拝

・
礼
儀
以
及
奇
妙
的
象
形
文

字
和
深
奥
的
哲
学
教

義
。
呼
韓
邪
覚
着
自
己
已
非
当
年
那
箇
年
軽
的
草
原
王
子
了
、

快
五
十
歳
了
、
永
遠
也
不
可
能
深
刻
地
弄
憧
他
所
仰
慕
的
文

化
、
但
現
在
他
擁
有
了
地

漢
文
化
精
神
的
女
児
。
〕

漢
民
族
と
少
数
民
族

の
融
和
で
あ
れ
対
立

で
あ
れ
、
そ
の
構
図
は

王
昭
君
と
単
干

に
集
約
さ
れ
る
。
本
稿

で
は
、
近
代
以
前
の

「昭
君

出
塞
」
図
と
文
芸
作
品
に
お
け
る
王
昭
君
像

の
変
化
を
通
し
て
、
漢

族
女
性
が
ど

の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
。

歴
史
書
の
な
か
の
王
昭
君
と

文
学
形
象
化
の
概
略

王
昭
君

の
こ
と
を
記
し
た
最
も
早

い
歴
史
書

は

『
漢
書
』

で
あ

る
。
著
者
班
固

の
父
班
彪
は
異
民
族
政
策
に
深
く
関
わ
り
、
弟
の
班

超
は
軍
を
率

い
西
域
都
護
に
任
ぜ
ら
れ
た
、
匂
奴
と
関
わ
り
の
深

い

家

で
あ

る
。
『漢
書
』
巻
九

「元
帝
紀
」
寛

寧
元
年

(紀
元
前

三

こ

か
ん

や

三
)
春
正
月
、
西
旬
奴
王
を
攻
め
殺
し
た
東
匂
奴
の
王
呼
韓
邪
単
干

ム
ら
　

が
来
朝
し
た
時
、
元
帝
が
下
し
た
詔
に
、
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○
呼
韓
邪
単
干
は
漢

の
恩
徳
を
忘
れ
ず
、
礼
儀
を
慕
い
、
今
ま

た
朝
賀
の
礼
を
修
め
た
。
国
境
を
確
定
し
て
永
遠
に
こ
れ
を
伝

え
、
辺
境
に
長
く
戦
争

の
な

い
こ
と
を
念
願
す
る
。
元
号
を
改

お
う
し
ょ
う

め
て
寛
寧
と
し
、
単
干
に
待
詔
液
庭
王

楴

を
賜

い
、
闘
氏
と

す
る
、
〔呼
韓
邪
単
干
不
忘
恩
徳
、
郷
慕
礼
義
、
復
修
朝
賀
之

礼
、
願
保
塞
伝
之
無
窮
、
辺
垂
長
無
兵
革
之
事
、
其
改
元
為
寛

寧
、
賜
単
干
待
詔
液
庭
王
橋
為
闘
氏
、
〕

と
あ
る
。
ま
た
、
巻
九
四
下

「旬
奴
伝
」
に
は
、
単
干
に
嫁
し
た
後
、

ね
い

こ

あ

っ

し

い

と

ち

が

し

○
王
昭
君
は
寧
胡
關
氏
と
号
し
、
伊
屠
智
牙
師
と
い
う
男
子
を

一
人

生
み
、
彼
は
右
日
逐
王
と
な

っ
た
、
〔
王
昭
君
号
寧
胡
關

氏
、
生

一
男
伊
屠
智
牙
師
、
為
右
日
逐
王
、〕

と
記
す
。

さ
ら
に
呼
韓
邪
単
干
が
死
去
し
た
後
に
は
、
呼
韓
邪
単
干

ち
ょ
う
と
う
ば
く
こ
う

ふ
く
し
ゅ
る
い

の
妻

の
ひ
と
り
大
關
氏
と
の
間

に
生
ま
れ
た

離

陶
莫
皐
が
復
株
累

じ
ゃ
く
て
い

若

鰻
単
干
と
な
り
、

○
復

株
累
単
干
は
ま
た
王
昭
君
を
妻
と
し

て
二
人
の
娘
を
得

た
。

長
女
の
云
を
須
朴
居

次
、
次
女
を
当
干
居
次
と
し
た
。

〔
復
株
累
単
干
復
妻
王
昭
君
、
生

二
女
、
長
女
云
為
須
朴
居

次
、
小
女
為
当
干
居
次
、
〕

王
昭
君

に
関
す
る
記
述
は
以
上
で
尽
き
る
。
た
だ
し
、
旬
奴
は
最

盛
期
を
過
ぎ
て
分
裂
の
様
相
を
深
め
、
同
時
に
ま
た
漢
王
朝
も
王
葬

(元
帝

の
皇
后
王
氏
の

一
族
)

の
纂
奪

に
遭
う
と

い
う
混
乱
を
迎

え

る
こ
と

に
な
る
た
め
、
こ
の
時
期
以
後
の
動
き
は
単
純
で
は
な
い
。

『後
漢
書

』
「南
旬
奴
列
伝
」
第
七
十
九
に
よ
れ
ば
、
位
を
わ
が
子
に

譲
り
た
い
兄

の
輿
に
よ

っ
て
王
昭
君
と
呼
韓
邪
単
干
と
の
間
に
生
ま

れ
た
伊
屠
智
牙
師

は
殺
さ
れ
、
輿

の
子
が
単
干

の
位
を
継

い
だ
。
ま

た
、
王
昭
君

の
娘

の
云
は

一
時
漢

の
後
宮
に
あ

っ
た

こ
と
も
あ
り
、

旬
奴

の
名
族

で
あ
る
須
朴
当
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子

の
奢

は
王
葬

の

う

し
ゅ

る

庶
腹

の
娘
を
妻
と
し
、
ま
た
娘
は
復
株
累
の
異
母
弟

で
あ
る
烏
珠
留

単
干

(夫

の
須
朴
当
は
そ
の
外
戚
で
あ
る
)

に
嫁
し
て
比
を
生
ん

だ
。
比

は
伊
屠
智
牙
師
が
殺
さ
れ
た
の
を
見
、
輿
に
猜
疑
心
を
抱

き
、
輿
の
子

の
蒲
奴
に
背

い
て
南
旬
奴
の
呼

韓
邪
単
干
と
な
り
、
後

漢
に
降

っ
た
。
須
朴
居
次
云
と
そ
の
子
の
奢

は
王
葬
と
と
も
に
死
ぬ

こ
と
に
な
る
が
、
漢
か
ら
見
れ
ば
、
王
昭
君

の
子
ら
は
旬
奴
を
分
裂

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
功
績
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
王
昭
君
は
漢
朝

廷

に
大

い
に
尽
く
し
た
と
言
え
る
。

こ
れ
が

『
漢
書
』
「元
帝
紀
」

に
そ
の
名
を
記
さ
れ
た
理
由

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
文
学
作
品
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
王
昭
君
を
題
材
と
す

る
文
学
作
品
に
つ
い
て
の
紹
介

・
論
考
は
す

で
に
幾
篇
も
書
か
れ
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
時
代
を
追

っ
て
代
表
的
な
も
の
を
紹

ム　
　

介
す
る
に
と
ど
め
る
。

後
漢
末
か
ら
六
朝
時
代
に
か
け
て
は
、

い
く

つ
か
の
伝
説
が
生
ま

れ
記
録

さ
れ
た
。
『西
京
雑
記
』
は
絵
師
に
賄
賂
を
贈
ら
な
か

っ
た

た
め
に
醜
く
描
か
れ
た
話
を
載
せ
、
『琴
操

』
は
皇
帝

の
寵
愛
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
王
昭
君
は
自
ら
希

望
し
て
単
干
に
嫁
し
た

の
で
あ
り
、
ま
た
呼
韓
邪
単
干

の
位
を
継
承

し
た
実
子
と

の
再
婚
を

拒
ん
で
服
毒
自
殺
し
た
と
し
、
『後
漢
書
』
「
南
勾
奴
伝
」
に
は
呼
韓

古典に見る漢族女性の形象Zo3



邪
単
干

の
死
後
、
漢

へ
の
帰
国
を
求
め
た
が
胡
俗
に
従
う
よ
う
に
と

の
勅
命
を
受
け
て
次

の
単
干

の
妻
と
な

っ
た
と
記
す
。
ま
た
西
晋
時

ム
フ
　

代
の
人
、
石
崇
の
楽
府

「王
明
君
」
は
そ
の
序
文
に
、
漢

の
武
帝

の

時
に
烏
孫

に
嫁
い
だ
細
君
と
同
様

に
、
道
中
、
馬
上
に
琵
琶
を
奏

で

さ
せ
て
慰
め
と
し
た
だ
ろ
う
と
述

べ
た
。
こ
れ
ら
の
物
語
は
後
世

の

作
品
に
お

い
て
王
昭
君

の
彩
り
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま

た
、
王
昭
君
が
自
ら
作

っ
た
と
さ
れ
る

「昭
君
怨
」
や
石
崇
の

「王

明
君

(
一
名
王
昭
君
)
」
と
同
題

の
作
品
が

『楽
府
詩
集
』
に
多
数

収
録
さ
れ
、
ま
た
宋
詞

の
詞
牌
と
も
な

っ
て
、
歴
代
盛
ん
に
作
ら
れ

た
。

こ
う
し
て
王
昭
君

は
題
詠

の
対
象
と
し
て
定
着
し
た
。
唐
朝
で

は
王
昭
君

の
故
郷
と
さ
れ
る
三
峡

の
昭
君
村
を
杜
甫
や
白
居
易
ら
が

訪
れ
、
杜
甫

の

「詠
懐
古
跡
五
首
」
其
三
の

「そ
の
美
貌
を
醜
く
描

か
れ
た
絵

に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
魂
は
月
夜

に
乗
じ

て
帯
玉
を
鳴
ら
し

つ
つ
空
し
く
故
郷
に
帰

っ
て
来
る

〔図
画
省
識
春

風
面
、
環

珊
空
帰

月
夜

魂
〕」

の
対
句

は
後
世

へ
の
影
響

が
大
き

い
。
盛
唐

で
は
領
土
拡
張
策
を
背
景
に
西
域
の
風
景
を
よ
み
こ
ん
だ

辺
塞
詩

が
流
行

し
た
が
、
そ
れ
ら

の
作
品
中

で
も

「昭
君
」
「明

妃
」
「青

家
」

(王
昭
君

の
墓
。
冬
も
な
お
青

い
草
が
生
え
て
い
る
と

さ
れ
た
)
な
ど
が
西
域

の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
詩
語
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
宋
代

に
は
王
安
石
と
彼
に
和
し
た
欧
陽
脩

の

「明
妃

曲
」
が
、
琵
琶
の
モ
チ
ー
フ
で
全
編
を
貫

い
て
名
作
と
さ
れ
る
。

一
方
、
民
間
芸
能
や
俗
文
学

の
世
界
で
も
王
昭
君
の
物
語
は
拡
大

し
続
け
た
。
王
昭
君
物

語
が
説
唱
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
唐
詩
に
見

ム　

　

え
て
い
る
が
、
二
〇
世
紀
に
な

っ
て
発
見
さ
れ
た
敦
煙
出
土

の
文
書

に
、
前
半
が
失
わ
れ
漢
か
ら
旬
奴

へ
と
向
か
う
旅
路
の
描
写
か
ら
始

ま
る

「王
昭
君
変
文
」

(ペ
リ
オ

ニ
五
五
三
)
が
あ
る
。

こ
の
物
語

で
は
王
昭
君
は
彼
女
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
す

る
単
子
の
努
力
に
も
関

わ
ら
ず
、
望
郷

の
あ
ま
り
衰
弱

し
死
ん

で
し
ま
う
。
北
宋
時
代

に

は
、
詩
と
曲
子
と
各

一
首
を
組
み
合
わ
せ
て
歌

い
舞
う
転
踏
と
い
う

ム
　
　

芸
能
が
流
行
し
、
漢
を
後
に
胡
地

へ
向
か
う
王
昭
君
の
姿
が
詠
じ
ら

れ

て
い
る
。
戯
曲
で
は

『元
曲
選
』
の
巻
頭

に
収
録
さ
れ
た
馬
致
遠

の

『漢
宮
秋
』
が
名
高
く
、
愛
す
る
王
昭
君
を
失
う
漢

の
元
帝

の
悲

し
み
を
き
わ
だ
た
せ
て
い
る
。
明
代

に
入

る
と
寺
社
で

「
昭
君
出

ム
リ
　

塞
」

の
戯
曲
が
演
じ
ら
れ
た
り
、
長
篇
小
説

に
仕
立
て
ら
れ
た
り
し

て
広
く
流
布
し
た
。
雪
樵
主
人
の

『双
鳳
奇

縁
』
で
は
、
王
昭
君

の

妹

の
王
審
君
が
姉
の
亡
き
後
皇
后
に
立
て
ら
れ
、
皇
帝
と
も
ど
も
出

陣
し
て
姉

の
仇
を
討
ち
、
ま
た
皇
太
子
を
生

む
と
い
う
筋
立

て
に

な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
通
し
て
、
王
昭
君
は
ど
の
時

代
に
も
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
と

っ
て
周
知

の
人
物
で
あ

っ
た
。
そ
の

一

方
で
時
代
ご
と
に
少
し
ず

つ
違

っ
た
側
面

が
強
調
さ
れ
な
が
ら
再
生

産
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
絵
画

に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

二

絵
画
に
お
け
る
王
昭
君
像

王
昭
君
を
視
覚
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
文
学
作
品
よ
り
遅
れ
る

204



よ
う
で
、
初
唐

の
閻
立
本

(?
～
六
七
三
)
が
王
昭
君
を
描

い
た
記

録
が
残
る
。
閻
立
本
は
唐

の
太
祖
李
世
民
の
朝
廷
に
仕
え
、
精
密
な

人
物
画
を
描
い
た
。
吐
蕃

の
使
者

に
接
見
す
る
太
祖
を
描

い
た

「歩

賛
図
」

(模
本
)
に
は
、
唐
朝
廷

の
官
吏
と
通
訳

の
間
に
立

つ
吐
蕃

の
使
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
吐
蕃

は
太
宗

の
頃
に
唐

の
西
方
で
勢
力

を
強
め

た
チ
ベ
ッ
ト
族
の
国
で
、
六
四

一
年
に
は
文
成
公
主
が
嫁

し
、
閻
立

本

の
兄
の
閻
立
徳

に
は

「文
成
公
主
降
蕃
図
」
が
あ

っ

た
。
閻
立

本
が
王
昭
君
の
絵
を
描

い
た
背
景
と
し
て
、
和
蕃
公
主
が

実
際
に
行

わ
れ
た
こ
と
は
注
意

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

閻
立
本

の
絵
は
現
存
し
な
い
が
、
唐
の
張
彦
遠

(八

一
五
頃
～
?
)

は
そ
の
著

書

『歴
代
名
画
記
』
巻

二

「師
資

・
伝
授

・
南
北

・
時
代

を
叙
す
」

に
時
代
と
地
方
差

の
考
証
を
す

べ
き
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ

に
は
ず
れ
た
も
の
と
し
て
閻
立
本

の
そ

の
絵
を
挙
げ
る
。

○
閻

立
本
は
王
昭
君
を
描

い
た
が
、
す
で
に
偉
帽
を
か
ぶ

っ
て

い
る
。
…
…
緯
帽
が
国
朝

(唐
代
。
以
下
、
括
弧

は
筆
者
に
よ

る
)

に
始
ま

っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
、
〔閻
令
公

画
昭
君
、
已
著
帷
帽
、
殊
不
知
…
…
帷
帽
興
於
国
朝
、
〕

ハけ
　

と
あ
る
。

「偉

(帷
)
帽
」
は
周
囲
に
網
や
薄
絹
を
め
ぐ
ら
せ
た
帽

子
で
、
晴

か
ら
唐
に
か
け
て
の
壁
画
や
陶
桶

に
は
こ
れ
を
か
ぶ
っ
た

ムに
　

女
性

の
騎
馬
像
が
見
ら
れ
る
。
閻
立
本
の
描

い
た
王
昭
君
も
、
唐
朝

の
衣
裳
を
ま
と
い
馬
に
乗
る
姿
で
描
か
れ
て
い
た

の
で
は
な

い
か
と

推
測
さ
れ

る
。
そ
の
後
、
五
代
十
国
時
代

・
南
唐

の
陸
晃
に
も
昭
君

ハロ
　

図
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

北
宋
時
代
で
は
、
著
名
な
画
家
李
公
麟

(
一
〇

四
九
～

一
一
〇

六
)
に
王
昭
君
を
描

い
た
絵
が
あ

っ
た
。
王
庭
珪
の

「羅
疇
老
が
家

の
明
妃
辞
漢
図

に
題
す

〔題
羅
疇
老
家
明
妃
辞
漢
図
〕」
詩

は
、
題

下
に
、○

李
伯
時

(伯
時
は
公
麟

の
字
)
作
。

王
昭
君
が
ふ

っ
く
ら
と

し
た
容
姿
を
美
し
く
装

い
飾
り
、
立
ち
去
り
か
ね
て
い
る
姿
、

〔李
伯
時
作
、
明
妃
豊
容
観
飾
、
欲
去
不
忍
之
状
、
〕

と

い
う
。
こ
の
原
注
は
、
六
朝

・
宋
の
萢
曄

の

『後
漢
書
』
巻
八
九

「南
勾
奴
列
伝
」

の
記
事
、

○
呼
韓
邪
が
別
れ
の
宴
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、
皇
帝

は
五
人

の
宮

女
を
召
し
出

し
て
彼
に
見
せ
た
。
王
昭
君
は
ふ
っ
く
ら
し
た
容

姿
を
美
し
く
装

い
飾
り
、
漢
の
宮
廷
を
明
る
く
照
ら
さ
ん
ば
か

り
、
影
を
振
り
返
り
行
き
つ
戻
り

つ
す
れ
ば
、
ま
わ
り
の
人
々

を
お
の
の
か
せ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
、
〔
呼
韓
邪
臨
辞
大
会
、
帝

召
五
女
以
示
之
、
昭
君
豊
容
観
飾
、
光
明
漢
宮
、
顧
景
斐
回
、

錬
動
左
右
、
〕

を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、
他
の
宮
女
や
皇
帝
、
呼
韓
邪
な
ど
が
描
か

れ
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
も
の
の
、
美
人
画
と
し
て
の
要
素
が
強

い

ム
ね
　

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
李
公
麟
は
北
宋

の
最
も
国
力
充
実
し
た

時
代
に
活
躍
し
、
王
安
石
や
蘇
転
ら
と
も
交
遊
が
あ

っ
た
。
前
章
に

紹
介
し
た
王
安
石
の

「明
妃
曲
」
の

「漢
王

の
恩
は
浅
く
胡
王
の
思

い
は
深
い
、
人
生
の
楽
し
み
は
互
い
に
心
を
知
る
こ
と
に
あ
る

〔漢ムお
　

恩
自
浅
胡
自
深
、

人
生
楽
在
相
知

心
〕」

の
句

は
批
判
を
受
け
た

古典に見る漢族女性の形象tog
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が
、
王
昭
君
を
悲
劇

の
女
性
と
し
て
の
み
描

い
て
は
い
な
い
。
ま
た
前
章
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
王

昭
君
を
美
女
の

一
人
と
し
て
詠
じ
る
転
踏
に
お
い
て
も
、
悲
劇
性

は
王
昭
君

に
関
す
る
い
く

つ
か
の

要
素

の
中
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
主
要
に
は
美
人
で
あ
る
こ
と
を
押
し
出
し
て
い
る
。
人
物
画
に
秀

で

バお
　

た
李
公
麟
は
、
身
分
や
美
醜
な
ど
を
よ
く
描
き
分
け
た
と
い
う
。
そ
の
絵

の
王
昭
君
の
美
し

い
装

い

が
漢
宮
風
か
あ
る
い
は
旬
奴

の
装

い
か
は
詩
篇
か
ら
も
定
か
で
は
な

い
が
、

『後
漢
書
』

の
場
面
を

描

い
た
も
の
な
ら
ば
漢
服
を
ま
と

っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

な
お
、
李
公
麟
に
は
、

『宣
和
画
譜
』
巻
七
に
記
録
さ
れ
た
皇
帝
所
蔵
の

一
〇
七
作
品
の
中
に

「昭

君
出
塞
図
」
が
あ
り
、

こ
こ
に
述
べ
た
羅
家
所
蔵
の

「昭
君
図
」
と
は
別
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

バレ
　

宋

の
詩
題
に
見
え
る
王
昭
君

の
絵
に
つ
い
て
は
、

「(王
)
昭
君
図
」
と
称

す
る
以
外

で
は
、
北
宋

の
劉
子
輩

の

「明
妃
出
塞
図
」、
北
宋

の
郭
祥
正
の

「林
和
中
家
観
画
巻
五
首
」
第
四
首

「右
王
昭

君
上
馬
図
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て

『南
宋
院
画
録
』
巻
四
に
は
、
南
宋

の
四
大
家

の

一
人
、
劉

松
年

(生
卒
年
不
詳
、
た
だ
し

=

八
〇
～
九
〇
年
代
、
孝
宗
光
宗

の
頃
に
活
躍
し
た
)
に

「昭
君

出
塞
」
の
画
巻
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、
明
の
王
世
貞

(
一
五
二
六

～
九
〇
)
が
南
宋
以
前

の
も
の
と
鑑
定
し
た
古

い
王
昭
君
の
絵
は
、

○
こ
の
絵
は
先
導
す
る
胡
騎
は
わ
ず
か
数
馬
で
、
ま
た
琵
琶
を
抱
え
る
漢

の
人
が
お
り
、
後
ろ

に
続
く
酪
駝
は
荷
物
を
積
ん

で
い
る
だ
け
、
〔
此
図
則
僅
導
者
数
胡
騎
、
亦
有
漢
児

一
以
琵

琶
、
後
随

一
索
駝
載
服
装
而
已
、
〕
(『算
州
四
部
稿
』
続
稿
巻

一
六
八

「題
古
画
王
昭
君
図
」
)

と
あ
り
、
後
に
述
べ
る
金
朝
の

「昭
君
出
塞
図
」
と
同
様

の
構
図
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
出
塞
図
が

描
か
れ
た
背
景
に
は
、

○
南
宋
に
特
殊
な
事
情
と
し
て
、
各
皇
帝
た
ち
は
、
少
な
く
と
も
政
治
的

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

中
原
回
復
の
意
図
を
放
棄
せ
ず
、
故
地
奪
回
の
意
気
を
鼓
舞
し

つ
づ
け
た
。
そ
の
結
果
、
画
院

に
お
い
て
も
、
…
…
漢
代
の
王
嫡

(王
昭
君
、
明
君

・
明
妃
)
に
ち
な
む
明
妃
出
塞
図
、
察
瑛

(察
文
姫
)
に
ち
な
む
文
姫
帰
漢

(胡
茄
十
八
拍
)
図

の
よ
う
な
胡
族

に
掠
わ
れ
た
女
性

の
悲

zo6
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ム　
　

劇
な
ど
、
人
物
画
に
属
す
る
主
題

が
さ
か
ん
に
絵
画
化

さ
れ
た
、

と

い
う
事
情
が
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
背
景

の
も
と
に
宋
代

の
筆
記

で
も
、
こ
と
に
南
宋
で
は
王
昭
君

の
故
事
を
収
録
す
る
も

の
が
増
え
る
。
し
か
し
今
は

「出
塞
」

の
絵

の
実
際

に
つ
い
て
こ
れ
以
上
検

討
す
る
材
料
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
宋

に
攻
め
入

っ
て
北
中
国
を
支
配
し
、
南
宋
と
対
峙
し

て
い
た
女
真
族

の
国
、
金

で

「出
塞
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
検
討
を
加
え
る
。

王
昭
君
を
描

い
た
現
存

す
る
最
も
古

い
絵
画
は
、
金

の
宮
素
然

が
描

い
た

「明
妃
出
塞
図
巻
」

　ハ
　

(図
2
)
で
あ
る
。
作
者

の
宮
素
然
に
つ
い
て
は
款
記
か
ら
鎮
陽

(現
在

の
河
北
省
石
家
荘
市
)
の

道
教

の
尼
と
す
る
説
も
あ
る
。
画
巻
に
附
録
す
る
三
首

の
詩

の
う
ち
の

一
首

は
張
天
錫

の
題
画
詩
で

あ
り
、
彼
は
金
の
章
宗

(在
位

一
一
八
八
～

一
二
〇
八
)、
宣
宗

(在
位

一
二

=
二
～

一
二
二
三
)

の
時

の
書
家
で
あ
る
。

こ
の
絵
は
白
描
で
背
景
に
山
陵
を
描
き
、
山
道
を
風

に
逆
ら

っ
て
進
む

一
団

が
四
組
を
な
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
先
導
す
る
騎
馬

の
胡
人
が
金
国
の
黒
地

の
日
旗
を
風
に
翻
し
な

が
ら
押
え
て
い
る
。
王
昭
君
と
琵
琶
を
抱
え
た
侍
女
、
二
人
を
乗
せ
た
馬
二
頭
の
轡
を
と
る
風
帽
を

か
ぶ

っ
た
駅
者
は
漢
か
ら
従

っ
て
来
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
続
く

一
団
の
前
の
二
人
の
う
ち
奥

の

ひ
と
り
は
漢

の
使
者
で
あ
る
。

こ
の
絵
に
お
け
る
胡
人
た
ち
は
、
毛
皮

の
帽
子
、
膝
当
て
と
ブ
ー
ツ
、
首
周
り
に
毛
皮
が
つ
い
た

長

い
上
着
と
そ
れ
を
留
め
る
ベ
ル
ト
の
胡
服
を
ま
と

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
出
土
物
に
よ
れ
ば
、

○
当
時

の
匂
奴
は
、
毛
皮
、
毛
織
物
、
絹
織
物
な
ど
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
彼
ら
の
生
活
に

ふ
さ
わ
し
い
服
装
を
製
作
し
て
い
た
、
…
…
長
い
上
衣
で
袖
口
と
衿
お
よ
び
肩

の

一
部
に
毛
皮

で
縁
ど
ら
れ
た
跡
、

　ね
　

が
あ
る
と

い
う
。
描
か
れ
た
人
物

の
衣
類
は
金

の
当
時

の
女
真
族

の
衣
服
で
あ
り
、
王
昭
君
も
そ
れ

を
ま
と

っ
て
い
る
。
ま
た
絵

の
中

の
帽
子
を
か
ぶ
ら
な

い
男
た
ち
の
、
額
の
上
に
剃
り
残
し
た
前
髪

と
背
中
に
長
く
垂
ら
し
た
二
本

の
辮
髪
と

い
う
髪
型
は
金

(
つ
ま
り
女
真
族

)
の
も
の
で
あ
り
、
王

昭
君
も
毛
皮

の
縁
取
り
の
つ
い
た
紫
帽

(綿
入
れ
の
帽
子
)

の
下
か
ら
二
本

の
辮
髪
を
垂
ら
し
て
風

古典に見る漢族女性の形象Zo7
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に
吹
か
せ
て
お
り
、
侍
女
が
高
髭
で
は
な
い
も
の
の
結
髪
し
て
布
で
包
ん

で
い
る
の
と
対
照
的
で

あ
る
。
な
お
、
王
昭
君
の
衣
服
は
丹
念
に
描
か
れ

て
お
り
、
内
側
に
菊
花
模
様

の
長
袖

の
上
衣
を

着
た
う
え
に
袖
口
に
毛
皮
の
つ
い
た
半
袖

の
狢
袖
と
呼
ば
れ
る
上
着
を
重
ね
、
肩
か
ら
背
中
を
お

お
う
雲
肩
を
重
ね

て
い
る
。
雲
肩

の
前
す
そ
に
は
帽
子
に
つ
い
て
い
る

の
と
同
じ
丸

い
玉
を
並

べ
、
細
長
い
革
を
長
く
垂
ら
し
た
躁
幾
帯
と
い
う

ベ
ル
ト
に
は
丸

い
バ

ッ
ク
ル
が
つ
い
て
、
全
体

に
装
飾
を
こ
ら
し
た
装
い
で
あ
る
。

さ
て
、
金
も
宋
も
滅
ぼ
し
て
大
帝
国
を

つ
く

っ
た

モ
ン
ゴ
ル
は
、
蒙
古
族
以
外
に
色
目
人
と
呼

ぶ
周
辺
異
民
族
を
支
配
階
級

に
加
え
た
。
宋

の
遺
民
で
あ
る
銭
選

(
=

=
二
九
～

一
三
〇

一
)
に

「明
妃
出
塞
図
」
(図
3
)
が
あ
る
。
全
体
の
構
図
は
宮
素
然

の

「明
妃
出

塞
図
」
と
似

て
い
る

が
、
背
景
は
描
か
れ
ず
、
風
は

一
団
の
後
ろ
か
ら
さ
ほ
ど
強
く
な
く
吹

い
て
い
る
。
騎
馬
の
総
勢

一
二
人

の
な
か
で
王
昭
君
は
や
や
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
先
頭
の
金
国
旗
を
持

っ
た
後
姿

の
男

性
は
頭
頂
部
を

一
部
剃
り
残
し
、
残
り
の
髪
を
辮
髪
に
し
て
背
中
に

一
本

垂
ら
し
て
い
る
が
毛
皮

の
長
抱
は
着
て
い
な
い
。
王
昭
君
は
唐
五
代
風

の
儒
裾
を
着

て
披
吊
を

つ
け
、
頭
髪
は
結
い
上
げ

て
櫛
と
笄
と
で
飾
り
、
左
手
を
胸
に
当
て
右
手
は
だ
ら
り
と
下
げ

て
う

つ
む
い
て
い
る
。
王
昭
君

の
横
に
馬
を
並
べ
る
胡
人
は
、
蒙
古
族

に
特
徴
的
な
中
央
部
が
非
常

に
高

い
帽
子
を
か
ぶ

っ
て
い

る
。

「姑
姑
冠
」
と
呼
ば
れ
る
蒙
古

の
貴
族
女
性

の
か
ぶ
り
も
の
で
あ
ろ
う
。
王
昭
君
ら
の
う
し

ろ
の
二
人
の
高
位
と
思
わ
れ
る
胡
人
は
胡
の
仕
女
と
似
た
暖
帽
を
か
ぶ
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
ろ
の

三
人

の
う
ち
奥
の
人
物
は
笠
帽
を
、
中
央
の

一
人
は
チ

ン
ギ

ス
ハ
ン
の
肖
像
画

に
み
ら
れ
る
の
と

同
じ
外
が
白
く
内
は
黒
い
　
皮
の
頭
巾
状
の
帽
子
を
か
ぶ

っ
て
い
る
。
ま

た
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
い

三
人
は
額

の
前
髪
を
剃
り
残
し
左
右
に
辮
髪
を
下
げ
た
頭
髪
を
見
せ
て
い
て
、
女
真
族
と
思
わ
れ

る
。
荷
物
を
積
ん
だ
馬
の

一
頭
は
虎

の
毛
皮
を
か
ぶ
せ
て
あ
り
、
元
朝

の
旅
団
の
様
子
を
写
し
て

ム
ぬ
　

い
る
。

こ
の

「明
妃
出
塞
図
」
は
、
元

の
当
時

の
、
蒙
古
族
や
色
目
人
と
呼
ば
れ
た
非
漢
族
を
モ

デ
ル
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
王
昭
君
は
漢

の
命
婦
が
着
た

「深
衣
」

で
も
少

XO8



元 ・銭選 「明妃出塞図」(左)(大 英博物館蔵)図3

数
民
族
の
衣
服
で
も
な
く
、
漢
族
の
装

い
で
あ
る
。

元
朝
の
題
画
詩
を
四
庫
全
書
で
検
索
す
る
と
二
四
例
を
数
え
て
歴
代
で
最
も
多
く
、
王
昭
君

の

絵
が
広
く
鑑
賞
さ
れ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち

一
六
例
は

「昭
君
出
塞
」
で
あ
る
。
そ
の

構
図
は
右
に
述

べ
た
二
図
と
似
た
も
の
の
よ
う
だ
。
例
え
ば
、

○
あ
る
日
旅
支
度
を
整
え
て
荒
れ
た
国
境
地
帯

へ
と
嫁
し

て
行
く
。

一
頭
の
馬
が
前

を
行

き
、
五
頭

の
馬
が
後
ろ
か
ら
従
う
。
北

の
異
民
族
は
く

つ
わ
を
並
べ
て
笑

い
な
が
ら
語
り
合

い
、
(昭
君
は
)
ふ
た

つ
の
袖

で
琵
琶
を
抱
き
か
か
え
て
泣
く
、
〔
一
朝
結
束
嫁
荒
睡
、

一
馬

前
導
五
馬
随
。
老
璽
並
轡
相
笑
語
、
双
袖
自
抱

琵
琶
暗
。
〕
(『
剰
語
』
巻
上

「昭
君
出
塞

図
」
)

と
い
う
の
で
は
、
王
昭
君
は
自
ら
琵
琶
を
抱

い
て
い
る
が
、
全
体
は
三
組

に
分
か
れ
た

一
団
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
李
祁
の

「昭
君
出
塞
図
」
詩

で
も
、

○
馬
を
飼
う
人

(異
民
族
を
指
す
)
が
旗
を
手
に
背
中
を
見
せ
て
立

ち
、
単
干
が
先
を
急
が

せ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

〔園
人
執
鷹
背
人
立
、
伝
道
単
干
令
行
急
。
〕

と
あ

っ
て
、
旗
を
持

つ
胡
人
が
先
導
し
て
い
る
。
違

い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
陸
文
奎

の

「題
昭

君
図
巻
五
絶
」
其
五
に
は

「画
中
有

一
人
射
雁
」
と
あ
り
、
空
を
渡
る
雁
を
射
よ
う
と
す
る
胡
人

ムお

　

が
描
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
な
ど
は
詩
文
や
元
曲
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
王
昭
君
の
衣
装
に

つ
い
て
述

べ
た
も
の
で
は
、
元
の
朱
碧
山

の
作

っ
た
王
昭
君
の
像
に
つ

い
て
、○

琵
琶
を
持
ち
、
騎
馬
し
、
眉
、
衣
の
え
り
、
刺
繍
、
高

い
結
髪
な
ど
、

い
ず
れ
も
精
巧
で

あ
る
、
〔琵
琶
、
乗
騎
、
眉
髪
、
衣
領
、
花
繍
、
禦
霰
、
種
種
精
、
〕

と
述
べ
た
文
章
が
清

・
王
士
禎

『香
祖
筆
記
』
巻

一
二
に
引
く

「媚
古
録
」
に
あ
り
、
こ
れ
も
漢

の
衣
装
を
ま
と

っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

『漢
宮
秋
』
が
上
演
さ
れ
る
な
ど
、
王
昭
君
の
物
語
は
人
口
に
胸
灸
し
た
が
、
『漢
宮
秋
』

の
昭

古典に見る漢族女性の形象Zo9
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君
出
塞

の
場
面
は
皇
帝
が
想
像
し
て
歌
う
だ
け
で
あ
る
。
勾
奴
の
地

の
風
景
は
銭
選
の
出
塞
図
に
お
い
て
も
捨
象
さ
れ
、
王
昭
君
と
彼
女

を
囲
む
人

々
の
姿
だ
け
が
取
り
出
さ
れ
て
い
る
。
絵
を
鑑
賞
し
た
元

朝
の
漢
人

に
と

っ
て
は
、
辺
塞

の
風
景
で
は
な
く
王
昭
君
を
連
れ
去

る
人
々

こ
そ
が
問
題
だ

っ
た

の
だ
ろ
う
。
唐
宋

の
絵
画
が
ど
こ
か
美

人
画
的
な
趣
を
有
し
て
い
た
ら
し
い
の
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
非

漢
族
が
文

献
上

で
は
な
く
、
実
体
を
持

っ
た
支
配
者
と
し
て
彼
ら
の

生
活
圏
に
立
ち
現
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
金
の
時
代
も
同

じ
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

漢
民
族

王
朝

で
あ
る
明
朝

で
は
、
最
初
に
述

べ
た

『王
昭
君
記
念

郵
票
冊
』

の
台
紙

に
使
わ
れ
て
い
る
仇
英

(
一
四
九

三
～

一
五
六

　
お
　

○
)

の
絵
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

「出
塞
」
切
手

の
台
紙
に
用

い
ら
れ

て
い
る

「明
妃
出
塞
」
(図
4
)
は
従
来

の
構
図
と
ち
が

っ
て
険
し

い
山
す
そ
を
巡
る
川
を
胡

人
が
先
導
し

て
渡

っ
て
い
る
。
『
珊
瑚

網
』
巻
四
六

「仇
整
賦
彩
」
注
に
は

「昭
君

黒
河
を
渡
る

〔昭
君
渡

ム
ふ
　

黒
河
〕
」
と

い
う
。
先
導
す
る
胡
人
た
ち
が
う
し
ろ
の
王
昭
君

一
行

を
振
り
返

っ
て
い
る
の
は
、
旅
路

の
困
難
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ

う
か
。
後
方
に
は
酪
駝
や
胡
人
が
見
え
る
。

三
組

に
分
か
れ
る
点
は

従
来
の
出
塞
図
と
同
じ
だ
が
、
正
方
形
の
画
面
に
納
め
る
た
め
構
図

は
か
な
り
異
な
る
。
先
導

の
中
心
の
人
物
が
鳥

の
尾
羽
の
つ
い
た
　

帽
を
か
ぶ

っ
て
い
る
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な

っ
た
帽
子
を
か

ぶ

っ
て
胡
人
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
従
来

の
出
塞
図
に
お
け
る
胡

人
の
持
ち
物
で
あ
る
旗

の
ほ
か
に
、
碗
状
の
も
の

・
布
袋
を
か
け
た

武
器

・
首
の
長

い
壺
と

い
っ
た
道
具
を
手
に
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ

ま
で
に
述
べ
た
出
塞
図
と
違

っ
て
王
昭
君
は
漢
の
服
を
着
て

一
頭

の

酪
駝
が
引
く
車
に
乗
り
、
酪
駝
の
向

こ
う
に
は
馬
に
乗

っ
た
漢

の
使

者
が
二
人
付
き
添

っ
て
い
る
。
幌
か
ら
下

ろ
さ
れ
た
カ
ー
テ
ン
の
間

に
は
琵
琶
を
抱
え
背
中
を
見
せ
る
侍
女
と
漢

服
を
着

て
い
る
と
お
ぼ

し
い
王
昭
君
の
白

い
顔
が
見
え
る
。

こ
の
車

の
型
は
、
明

・
作
者
不

〈25
>

〈
26
>

詳

の

「文
姫
帰
漢
図
巻
」
に
描
か
れ
て
い
る

の
と
同
型
で
あ
る
。

こ

れ
以
前
、
旬
奴

の
地

は
漢
の
北
に
あ
る
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
騎

馬
し
て
赴
く
姿
が
画
題
と
し

て
定
着
し
て

い
た
よ
う
な

の
に
対
し

て
、
西
の
砂
漠
地
帯
を
旅
す
る
た
め
の
酪
駝

に
引
か
せ
た
車
の
登
場
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は
、
明
朝
に
特
徴
的
で
あ
る
。
車

に
乗

っ
た
王
昭
君
像
が
生
ま
れ
た

背
景
に
は
、
明
清
の
漢
族
女
性

が
厳
し
い
儒
教
倫
理
に
縛
ら
れ
、
外

出
す
る
こ
と
も
顔
を
見
せ
る
こ
と
も
ま
れ
だ

っ
た

こ
と
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。

一
方

で
、
従
来
の
よ
う
な
騎
馬

で
出
塞
す
る
絵
も
あ
る
。
仇
英
に

は
扇
面

の

「昭
君
出
塞
図
」

(南
京
博
物
院
蔵
)
も
あ
り
、
そ
こ
で

は
髪
を
左
右
の
耳
の
あ
た
り
に
残
し
て
剃

っ
た
髪
型
を
し
て
旗
を
持

つ
胡
人

の

一
団
が
従
い
進
み
、

う
し
ろ
か
ら
漢
の
衣
装
を
ま
と

っ
て

馬
に
乗

っ
た
王
昭
君
が
右
袖

で
口
元
を
被

い
左
手
を
お
ろ
し
て
、
さ

ら

に
そ

れ
ぞ
れ
琵
琶

・
包

み

・
子
供

を
抱

い
た

三
人

の
侍
女

が

ム
シ
　

続
く
。

こ
の
扇
面
の
背
景
は
幾
重

に
も
重
な
る
山
並
み
で
あ
り
、
騎

馬
す
る
数
人
の
胡
人
の
姿
が
そ

の
間
に
描
か
れ
て
い
る
。
仇
英
の
二

作
の

「出
塞
図
」
は
、
風
景
を
比
較
的
丹
念

に
描

い
て
い
る
点
が
共

通
し
、
元
朝
以
前

の

「昭
君
出
塞
図
」
に
比
べ
る
と
明
朝
の
絵
は
描

写
が
細
か
く
、
そ
の
物
語
性
を
増
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

満
州
族
が
支
配
し
た
清
朝

に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
多
数
詠
ま
れ

た

「昭
君
出
塞
図
」
の
題
画
詩
を
検
索

で
き
な
か

っ
た
。
康
煕
帝
は

帰
化
城

に
巡
行
し
た
折

に
王
昭
君
の
墓
を
訪
れ
て

「昭
君
墓
」

の
詩

を
詠
じ

て
い
る
。
そ
の
序
文
の
中

で
、

○
昔
、
功
名
を
成
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
り
遠
く
に
流
さ
れ

た
り
し
た
者
は
、
往
々
に
し
て
王
昭
君
の
怨
み
に
託
し
て
詩
を

作

り
、
そ
の
欝
屈
し
た
思
い
を
詠
む
こ
と

で
そ
の
怨
み
は
極
ま

り
悲
し
み
に
転
じ
た
の
で
あ

っ
て
、
ど
う
し
て
こ
の
墓
が
こ
の

地
に
留
ま
る
か
を
知
ら
な

い
。
〔昔
有
不
得
志
於
功
名
、
或
身

遭
遷
論
、
往
往
託
昭
君
怨
而
為
詩
、
以
写
其
抑
欝
、
則
在
当
日

之
怨
極
而
悲
、
又
不
知
何
如
此
塚
之
留
菰
土
、〕

と
い
い
、
詩
に
は
、

○
誠
を
異
な
る
民
族
に
示
し
、
険
し
い
道

の
向
こ
う
ま
で
広
め

た
、
〔開
誠
示
異
族
、
布
化
越
荒
途
。
〕

と
詠
じ
て
い
る
。
王
昭
君
が
民
族
を
越
え
て
そ
の
誠
意
を
示
し
え
た

と

い
う
捉
え
方
は
、
民
族
を
越
え
て
支
配
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
康
煕
帝
の
立
場
を
映
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
近
代
に
な

っ
て
か

ら

の
民
族
融
合

の
象
徴
と
し
て
の
王
昭
君
像

と
重
な
る
も
の
と
言
え

な
く
も
な
い
。

清
朝

で
は
実
際

の
絵
画
も
従
来
と
は
異

な

っ
て
い
る
。
清
初

の

人
、
郵
定
に

「題
昭
君
出
猟
図
」
詩
が
あ
り
、

○
南
に
飛
ん
で
い
く
雁
を
射

て
は
な
ら
ぬ
と
伝
令
が
飛
ぶ
。
漢

に
ご
挨
拶

の
手
紙
を
託
し
た

い
か
ら
、

〔伝
呼
莫
射
南
飛
雁
、

欲
寄
平
安
到
漢
家
。
〕

バ
ね
　

と
い
う
句
が
評
判
に
な

っ
た
と
い
う
。
胡
地

に
赴

い
た
王
昭
君
が
単

干
と
と
も
に
狩
猟
に
出
た
場
面

を
描
い
た
も

の
だ
ろ
う
。

「王
昭
君

変
文
」
に
す
で
に
単
干
が
王
昭
君
の
た
め
に
大
規
模
な
狩
を
催
す
場

面
が
あ
る
が
、
こ
の
詩
以
前

に
は

「王
昭
君
出
猟
図
」

の
画
題
は
見

え
な
い
。

一
方
従
来

の
画
題

で
は
、
福
建

の
人
で
揚
州

に
長
く
住
ん
だ
華
品

(
一
六
八

二
～

一
七
六

二
頃

)

に
二
枚

の

「
昭

君
出
塞
図
」

が
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ム
ね
　

あ
る
。
ど
ち
ら
に
も
背
景
は
な
く
、
画
面
右
上
に
石
崇

の
楽
府

「王

明
君
」
が
同
じ
字
配
り
で
配
さ
れ
て
い
る
。
上
海
博
物
館
蔵
の
作
品

は
漢
の
駅
者
に
引
か
れ
た
馬
を
前
に
こ
れ
か
ら
出
塞
す
る
王
昭
君
の

立
ち
姿
を
描
き
、
二
人

の
侍
女
が
後
ろ
に
控
え
て
い
る
。
王
昭
君
は

披
吊
を

つ
け
た
漢
の
衣
装
を
ま
と

っ
て
い
る
。
上
海
文
物
商
店
蔵

の

作
品
は
騎
馬
し
た
王
昭
君
を
描
き
、
馬

の
前
後
に
三
人

の
胡
人
が
付

き
従

っ
て
い
る
。
王
昭
君
は
毛
皮
の
長
抱
を
ま
と

い
頭
に
は
昭
君
套

を
つ
け
、
琵
琶
を
か
き
鳴
ら
し
て
お
り
、
胡
人
は
耳
の
よ
こ
に
左
右

二
本
ず

つ
の
辮
髪
を
垂
ら
し
て
い
る
。

二
図
は
馬
や
供
回
り
の
人
物

を
配
す
る
こ
と
で
出
塞

の
旅
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
漢
と
胡
の
衣
装

で
場
面

を
示
し
て
い
る
が
、
美
人
画
と
し
て
の
王
昭
君
像
を
企
図
し

ム
ゆ
　

た
印
象

は
免
れ
な
い
。
王
応
祥

(道
光
年
間
卒
)
の

「王
昭
君
像
」

で
は
そ
れ
は
さ
ら
に
は

っ
き
り
し
、
琵
琶
を
抱
え
た
侍
女
を
伴

っ
て

立

つ
王
昭
君
の
華
麗
な
頭
飾
り
と
い
い
毛
皮

の
長
抱
と
い
い
、
俳
優

を
モ
デ
ル
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
元
朝

の
銭
選
の

「明
妃
出
塞
図
」

が
、
王
昭
君
に
は
漢
服
を
ま
と
わ
せ
た
上
で
い
く

つ
か
の
異
民
族
を

配
し
て
カ
タ
ロ
グ
的
な
絵
を
描

い
た

の
に
比
べ
る
と
、
同
じ
く
異
民

族
王
朝

と
い
い
な
が
ら
も
満
州
族
の
髪
型

で
あ
る
辮
髪

の
強
制
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
清

で
は
よ
り
統
制
的
な
雰
囲
気
が
あ

っ
た
こ
と

も
こ
う

し
た
構
図
を
と

っ
た
背
景
に
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
時
代
を
追

っ
て
、
絵
画
に
お
け
る
王
昭
君
の
形
象
を
み
て

ム
　
　

き
た
。

『楽
府
詩
集
』
巻

二
九

「王
明
君
」
の
楽
府
題
解
説
に
引
く

『琴
集
』
に
は

「胡
茄
明
君
別
五
弄
」
を
挙
げ
、

「辞
漢
、
跨
鞍
、
望

郷
、
奔
雲
、
入
林
」

の
五
曲
が
あ

っ
た
と

い
い
、
画
題
と
し

て
は

「辞
漢
」

「望
郷
」
も
あ
る
が
、
「跨
鞍
」
に
相
当
す
る

「出
塞
図
」

の
作
例
が
宋
に
な

っ
て
増
え
、
元
朝

で
は
王

昭
君
に
関
す
る
他
の
画

題
を
圧
倒
し
、
明
朝

へ
と
続
き
、
清
朝

で
は
衰
退
し
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
漢
民
族
が
常

に
周
辺
異
民
族
と
対

峙
し
て
い
た
歴
史
が
あ

る
。
「出
塞
図
」
と
い
う
画
題

は
、
漢
民
族

と
異
民
族
を
対
比
す
る

見
方
を
背
景
と
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
際

の
異
民
族
は
必
ず
し
も

先
行
作
品
を
引
き
写
す
の
で
は
な
く
多
く
は

そ
の
時
代
の
情
況
を
反

映
し
て
い
る
。
漢
民
族
を
代
表
す
る
王
昭
君

の
図
像

に
つ
い
て
も
衣

服
、
乗
り
物
、
し
ぐ
さ
、
表
情
な
ど
に
変
種
が
あ
る
。
と
り
わ
け
衣

装
は
単
に
絵
画

の
印
象

の
問
題
に
止
ま
ら
ず

、
漢
服
を
着
る
か
胡
服

を
着
る
か
は
王
昭
君

の
帰
属
を
示
す
隠
喩

で
も
あ
る
。
ま
た
出
塞
す

る
王
昭
君
を
人
々
は
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
、
こ
の
点

で
最
も
問
題

と
さ
れ
て
き
た

の
は
貞
操

の
所
在
だ

っ
た
。

次
章
で
は
こ
の
二
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

三

貞
操
の
対
象
と
衣
裳
に
示
さ
れ
る
帰
属
性

王
昭
君
の
物
語
は
、
近
代
以
前
に
お
い
て
は
悲
劇
と
し
て
読
ま
れ

て
き
た
。
皇
帝
の

一
族
で
も
な
い
の
に
和
蕃

公
主
と
し
て
異
民
族
に

嫁

が
さ
れ
た
こ
と
、
過
酷
な
自
然
環
境

の
異
国

の
地
に
葬
ら
れ
た

こ

と
、
複
数

の
夫
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
漢
民
族
に

と

っ
て
の
悲
劇
的
要
素
を
王
昭
君
は
持

っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
取
り
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込

み
な
が
ら
成
立
し
た
各
種
の
文

学
作
品

の
な
か
で
、
変
化

に
富
む

の
は
婚

姻
を
め
ぐ
る
貞
操
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

ま
ず
、
事
実

の
再
確
認
を
し

て
お
き
た

い
。
『
漢
書
』
の
記
載

に

よ
れ
ば

、
王
昭
君
は
漢
の
元
帝

の
寵
愛
を
得
る
こ
と
な
く
旬
奴
の
呼

韓
邪
単

干

に
嫁

い
だ
。
呼
韓
邪

単
干

に
は
す

で
に
多
く
の
妻
が
お

り
、
王
昭
君
は
最
後
の
關
氏
と
な

っ
て

一
子
を
生
ん
だ
。
呼
韓
邪
単

干
の
死

後
は
、
呼
韓
邪
の
子
で
あ
る
次
の
単
干
、
復
株
累

の
妻
と
な

ム
お
　

り
二
女

を
産
ん
だ
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
寡
婦
相
続
と

い
う
婚
姻

の
形

態
は
漢

民
族
に
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
理
解

に
は
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
と
問
題
と
が
発
生
し
た
。

ムお
　

誤
解

に
よ
る
最
初
の
記
事
は

『琴
操
』
に
み
え
る
。

○
昭
君
に
は

「世
違
」
と

い
う
子
が
あ

っ
た
。
単
干
が
死
ぬ
と

世
違
が
位
を
継
い
だ
。
そ
も
そ
も
胡
と

い
う
も
の
は
父
が
死
ぬ

と
母
を
妻

に
す
る
。
昭
君

は
世
違

に

「お
前

は
漢
か
、
胡
か
」

と
尋
ね
た
。
世
違
は

「胡

で
あ
り
た
い
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で

昭
君

は
薬
を
飲
ん
で
自
殺

し
た
。
〔昭
君
有
子
日
世
違
、
単
干

死
、
世
違
継
立
、
凡
為
胡
者
、
父
死
妻
母
、
昭
君
問
世
違
日
、

汝
為
漢
也
、
為
胡
也
、
世
違
日
、
欲
為
胡
耳
、
昭
君
乃
呑
薬
自

殺
、
〕

寡
婦
相
続

は
母
以
外

の
父
の
妻
を
相
続
す
る
の
で
あ
り
、
右

の
よ
う

な
こ
と

は
起
こ
ら
な
い
の
だ
が
、
実
際

に
対
す
る
無
理
解
が
こ
う
し

た
物
語

と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
胡
十
六
国
時
代
以
後
、
例
え
ば

南
朝

・
宋

の
萢
曄
は

『琴
操
』
を
参
考

に
し
て

『後
漢
書
』

の
王
昭

君
の
記
事
を
書

い
た
が
、

こ
の
誤
伝
は
採
用
し
て
い
な
い
。

後
世
に
お
け
る
王
昭
君
の
形
象

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
晋

・
石

崇

の
楽
府

「王
明
君
」
に
は
、

○
父
と
子
に
凌
辱
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し

て
は
恥
ず
か
し
く
ま
た

驚
く
ば
か
り
。
自
殺
す
る
こ
と
も
ま

こ
と
に
む
ず
か
し
い
の

で
、
黙

っ
て
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
だ

け
、
〔
父
子
見
陵
辱
、

対
之
漸
且
驚
。
殺
身
良
不
易
、
黙
黙
以
筍
生
。
〕

と
あ
る
。
儒
教
倫
理
と
し
て
の
再
婚
の
忌
避

は
ま
だ
さ
ほ
ど
厳
し
く

指
弾
さ
れ
ず
、
漢
族

の
間
で
も
実
態
と
し
て
再
婚
は
珍
し
く
な
か

っ

た
時
代
で
あ
る
が
、
父
親
と
そ
の
子
と
の
結
婚
と
い
う
点
は

一
種
異

常
な
事
態
と
し
て
同
情

の
対
象
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
楽

府
が
作
ら
れ
た
が
、
王
昭
君
を
非
難
す
る
も

の
は
な
く
、
悲
劇
の
主

人
公
と
し
て
詠

い
上
げ

て
い
る
。

唐
朝
李
氏
は
非
漢
族

の
血
を
引
き
、
ま
た
国
土
を
拡
大
し
て
そ

の

領
土
内
に
は
多
く

の
非
漢
民
族
を
抱
え
て
い
た
。
婚
姻
に
関
す
る
規

範

は
当
初
緩
や
か
で
、
公
主
の
再
婚
は
頻
繁

に
行
わ
れ
、
三
婚
す
る

こ
と
も
あ

っ
た
。
再
婚
を
忌
避
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
中
唐
以
後

の

こ
と
で
あ
る
。
中
唐

に
発
展
し
た
伝
奇
小
説

に
牛
僧
儒
撰
と
さ
れ
る

ムあ
　

「周
秦
行
記
」
と
い
う
短
編
が
あ
り
、
王
昭

君
が
二
人

の
単
干
の
妻

と
な

っ
た
こ
と
が
椰
楡
さ
れ
て
い
る
。
科
挙

に
落
第
し
た
牛
氏
が
帰

郷
す
る
道

す
が
ら
、
漢
の
文
帝

の
母
で
あ

る
薄
太
后

の
廟
に
や
ど

り
、
戚
夫
人
、
王
昭
君
、
楊
貴
妃
、
溜
淑
妃

、
緑
珠
と
い
っ
た
歴
代

の
美
女
と
宴
を
楽
し
ん
だ
。
太
后
は
王
昭
君

に
、
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○
初
め
は
呼
韓
邪
単
干
に
嫁
ぎ
、
後

に
は
復
株
累
単
干
に
嫁

い

で
、
も
と
よ
り
身
勝
手
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
貧
し
い
胡
の
幽

霊

に
な
に
が
で
き

よ
う
。
昭
君
に
は
断

る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
〔昭
君
始
嫁
呼
韓
単
干
、
復
為
株
累
弟
単
干
、
固
自
用
、

且
苦
寒
地
胡
鬼
何
能
為
、
昭
君
幸
無
辞
、
〕

　
お
　

と
、
牛
氏
の
夜
の
供
を
す
る
よ
う
言

い
つ
け
る
。
こ
の
時
代
を
境
と

し
て
、
王
昭
君
を
薄
倖

の
美
女
と
見
て
同
情
を
寄
せ
る
も
の
と
、
貞

女
に
あ
ら
ず
と
い
う
非
難
を
向
け
る
も

の
と
が
出
て
く
る
。
特
に
明

朝

の
儒
者

は
激
し
く
非
難
し
た
。

○
呼
韓
邪
単
干
が
死
ん
で
節
を
守
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま

ま
次

の
単
干

の
關
氏
と
な

っ
た
。

こ
れ
は

「淫
侠
」

の
女

で

あ

っ
て
、
ど
う
し

て
貞
節

で
名
を
顕
し
た
な
ど
と

い
え
よ
う

か
。
…
…
王
達

は

「筆
疇
」
の
な
か
で
王
昭
君
が
旬
奴

に
遠
く

嫁

い
で
行
く
途
中

で
自
殺
せ
ず
、
異
民
族
の
妻
と
な
っ
て
か
ら

死

ん
だ
の
で
は
あ
ま
り
に
遅
す
ぎ
る
で
は
な
い
か
と
責
め
て
い

る
が
、
王
昭
君
は
死
な
な
か

っ
た
ば
か
り
で
な
く
二
人
の
単
干

の
妻
と
な
る
こ
と

を
差
じ
な
か

っ
た
の
だ
。
〔呼
韓
邪
死
、
又

不
能
自
守
、
遂
復
為
後
単
干
闘
氏
行
、
此
乃
淫
侠
之
女
、
何
云

以
節
聞
哉
、
…
…
学
士
王
達
筆
疇
中
常
責
昭
君
遠
嫁
旬
奴
、
不

死
於
中
路
、
及
至
見
脛
麺
而
後
亡
、
不
亦
晩
乎
、
不
知
昭
君
不

惟
不
死
、
且
不
恥

為
両
単
干
妻
　
、
〕
(明

・
顧
起
元

『説
略
』

巻
九
)

清
朝

に
な

っ
て
も
こ
う
し
た
非
難

は
続
き
、
「昭
君
出
塞
図
」
を

見

て
も

「佳
人
が
節
を
失
う
と
は
ま

こ
と
に
嘆
か
わ
し
い

〔佳
人
失

節
尤
可
歎
〕」
(清

・
†
永
誉
撰

『式
古
堂
書
画
彙
考
』
巻
十
九

「題

昭
君
出
塞
図
」)
と
慨
嘆
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
失
節

の

非
難

に
対
し
て
は
、
呼
韓
邪
単
干
死
去

の
後

に
帰
国
を
求
め
た
が
漢

の
皇
帝
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
取
り
あ
げ

て
王
昭
君
の
悲

劇
を
強
調
す
る
も
の
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
王
昭
君
の
再
婚
は
女

性
と
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
み
な
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
徐
々
に
進
ん
だ
貞
節
重
視

の
風
潮

の
も
と
、
文
芸
作

品

で
は
事
実
を
柾
げ

て
読
者

の
受
け
入
れ

可
能
な
展
開
を
工
夫
し

た
。
以
下
に
代
表
的
な
三
作
品
を
挙
げ
る
。

「王
昭
君
変
文
」

で
は
、
単
干
に
嫁
し
た

の
ち
、
望
郷
の
あ
ま
り

病
に
伏
し
死
去
し
て
し
ま
う
。
漢

の
皇
帝
と

の
関
係
を
示
す
部
分
が

欠
落
し
て
い
る
が
、
漢

の
使
者
が
訪
れ
青
塚

に
祭
詞
を
捧
げ
て
全
篇

を
終
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
漢

の
皇
帝

の
寵
愛
を
受
け
て
い

た
よ
う
で
は
な

い
。
再
婚

の
問
題
は
避
け
、

王
昭
君
が
単
干
の
妻
と

な

っ
て
早
々
に
死
去
す
る
こ
と
で
異
国
の
地

に
眠
る
悲
劇
性
を
増
し

た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

『漢
宮
秋
』

で
は
、
毛
延
寿

の
妨
害

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琵
琶
の

音

に
よ
っ
て
皇
帝
は
王
昭
君
を
見
出
し
、
寵

愛
を
賜
る
。
し
か
し
毛

延
寿
か
ら
絵
姿
を
見
せ
ら
れ
た
単
干
は
王
昭
君
を
指
名
し
て
和
蕃
公

主
に
乞

い
、
王
昭
君
は
単
干
に
嫁
が
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
単
干
と

と
も
に
出
塞

の
途
中
、
王
昭
君
は
黒
竜
江
が
国
境
線

で
あ
る
と
聞
き

投
身
自
殺
す
る
。
単
干
は
そ
の
亡
骸
を
川

の
傍

に
葬
り
、
青
塚
と
名
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づ
け
る
。
王
昭
君

は
皇
帝

の
寵
姫
と
し
て
そ

の
生
涯
を
国
境

で
終

え
、
皇
帝

の
夢
の
中

に
帰

っ
て
来

る
の
で
あ
る
。

『
双
鳳
奇
縁
』
で
は
、
毛
延
寿

の
妨
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琵
琶

の
音
に
よ

っ
て
皇
后

に
見
出
さ
れ
、
そ
の
推
挙

に
よ

っ
て
妃
と
な

る
。
毛
延
寿
の
策
略
の
た
め
に
単
干
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
が
、
皇
帝

へ
の
貞
節
を
守
り
通
し
、
単
干

に
は
白
羊
河
に
浮
橋
を
か
け
て
く
れ

た
ら
妻
と
な
る
と
約
束
し
て
大
土
木
事
業

で
勾
奴
の
財
政
を
傾
か
せ

る
。

一
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
浮
橋
か
ら
投
身
自
殺
し
、

そ
の
亡
骸
は
漢
宮

へ
流
れ
着
き
、
皇
帝
皇
后
の
列
席
の
も
と
盛
大
な

葬
儀
が
挙
行
さ
れ
る
。

こ
の
小
説
で
は
、
王
昭
君
は
頼
り
な
い
皇
帝

に
対
し
て
も
貞
節
を
守

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漢
の
た
め
に
働
き
、
そ

の
身
は
漢
の
地
に
葬
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

右
の
三
作
品
で
は
い
ず
れ
も
王
昭
君
は
再
婚
し
な

い
ば
か
り
か
、

元
朝
以
後
、
漢

の
皇
帝

へ
の
貞
節
を
守

る
ス
ト
ー
リ
ー

へ
と
変
化
す

る
。
王
昭
君

の
埋
葬
地
点
も
、
旬
奴

の
領
地
か
ら
、
国
境
線
、
漢

の

領
域
内

へ
と
変
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
漢

の
女
と
し
て
の
王
昭
君

の

評
価
の
高
ま
り
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
死
後
は
漢

の
土
に
還
る

こ
と
に
よ
っ
て
王
昭
君
が
ど
ち
ら
に
帰
属
す
る
の
か
を
明
示
し
、
同

時
に
読
者

の
心
情
を
満
足
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
は
、
王
昭
君
の
衣
装
も
ま
た
象
徴
的
な

意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

「王
昭
君
変
文
」
で
は
巻
上

の
最
後

の

韻
文
部
分
に
、

○
到
着
し
た
ば
か
り
で
胡
の
や
り
方
に
な
じ
め
ず
、
来
た
ば
か

り
で
漢

の
衣
装
を
ま
と

っ
て
い
ま
す
、
〔乍
到
未
閑

(燗
)
胡

地
法
、
初
来
且
着
漢
家
衣
。
〕

と
あ
り
、
王
昭
君
は
数
か
月
に
及
ぶ
旅
を
し

て
胡
地
に
つ
い
て
も
、

漢

の
衣
装
を
着
て
漢
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。
胡
の
衣
装
に
つ
い
て
は

こ
の
韻
文

の
前
に
置

か
れ
た
散
文

の
部
分

に
、
「蚕
を
飼
わ
ず

に
着

る

〔不
蚕
而
衣
〕
」、

「絹
や
麻

は
な
い
の
で
、
毛
を
織

っ
て
服
を
作

る

〔少
有
綜
麻
、
織
毛
為
服
〕
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

『漢
宮
秋
』
第
三
折
で
は
、
「　

の
毛
皮
を
ま
と

い
、
漢
宮
の
装

い

を
す

っ
か
り
改

め
た

〔錦
　
裏
生
改
尽
漢
宮
牧
〕
」
(
「双
調
新
水

令
」)
王
昭
君
は
、
見
送
り
に
来
た
皇
帝
に
対

し
て
、

○
こ
の
た
び
出
発
す
れ
ば
、
い
つ
再
び
陛
下
に
お
目
に
か
か
れ

ま
し
ょ
う
。
私
の
漢
で
の
衣
服
を
全
部
残
し
て
ま
い
り
ま
す
、

〔
妾
這

一
去
、
再
何
時
得
見
陛
下
、
把

我
漢
家
衣
服
都
留
下

者
、
〕

と
述

べ
て
、
衣
服
を
と
ど
め
、
皇
帝
に

「ど

う
し
て
舞
の
衣
を
残
し

て
行
く
の
じ
ゃ

〔則
甚
麿
留
下
舞
衣
裳
〕
」

(
「殿
前
歓
」)
と
嘆
か
せ

る
。
衣
裳
は
皇
帝
が
王
昭
君
を
思

い
出
し
悲

し
む
よ
す
が
と
な
る
も

の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
、
王
昭
君
も
そ
れ
を
望

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

『
双
鳳
奇
縁
』

の
、
出
発
に
際
し
て
蕃
服

に
着
替
え
る
場
面

は
、

愁
嘆
場

で
あ
る

(第
四
七
回
)
。
使
者

が
運

ん
で
き
た
蕃
服
を
受
け

取
る
皇
帝

の
問
い
に
答
え
て
、
蕃
使
は
、

○
こ
れ
は
皇
后
が
か
ぶ
る
鼓
子
絨
帽

で
、
美
し
く
刺
繍
し
、
上

に
は
珊
瑚

・
號
珀

・
真
珠

・
メ
ノ
ウ
を
そ
れ
ぞ
れ
八
粒
、
中
に

古典に見る漢族女性の形象215



冬

珠

一
粒
を

は
め
込
ん
で
、
龍

の
姿

に
作
り
成
し
て
お
り
ま

す
。

こ
れ
は
鳳
鳳
の
模
様

の
上
着
で
、
夜
明
珠
二
四
粒
を
使

っ

て

い
ま
す
。

こ
れ
は
山
河
地
理
図
模
様
の
ス
カ
ー
ト
。

こ
れ
ら

は
値
も
付
け
ら
れ
な

い
宝
物

で
、
皇
后
が
こ
れ
ら
を
ま
と
わ
れ

ま

し
た
ら
、
暗
闇
の
中
を
行
か
れ
ま
し
て
も
白
日
の
よ
う
に
、

光

り
輝
か
れ
ま
す
、
〔這
是
娘
娘
戴
的
鼓
子
絨
帽

一
頂
、
錦
繍

赦
成
、
上
嵌
珊
瑚

・
現
珀

・
珍
珠

・
璃
璃
各
八
穎
、
中
嵌
冬
珠

一
粒
、
繍
成
龍
形
、
這
是

一
件
鳳
鳳
三
点
頭
的
彩
服
、
内
有
夜

明
珠
二
十
四
粒
、
這
是
山
河
地
理
図
裾
。
此
倶
是
無
値
之
宝
、

若

娘
娘
穿
了
這
套
衣
服
、
在
黒
暗
中
行
走
如
同
白
日
、
光
華
万

道

、
瑞
彩
千
条
、
〕

と
説
明
す
る
。
皇
帝
は
涙
を
浮
か
べ
て
受
け
取
る
と
、
後
宮
に
届
け

さ
せ
る
。
お
り
し
も
皇
后
が
王
昭
君
を
訪
ね
て
い
た
が
、
王
昭
君
は

蕃
服
を
見
る
と
心
を
切
り
裂
か
れ
大
声
で
泣
き
崩
れ
る
。
着
替
え
を

手
伝
う
皇

后
に
、
王
昭
君
は
、

○
朝

に
は
ま
だ
漢

の
む
す
め
で
あ
り
ま
し
た
の
に
、
に
わ
か
に

北
蕃

の
人
に
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
陛
下
に
は

私

の
こ
と
は
お
気

に
掛
け
ま
せ
ん
よ
う
に
、
〔
早
間
還
是
漢
朝

之

女
、
頓
時
変
倣
北
蕃
之
人
、
従
此
君
王
龍
心
不
要
掛
念
奴

家
、
〕

と
か
き
く

ど
き
、
皇
后

は
そ
の
服
を
着

て
身
代
わ
り
に
和
蕃
に
行

こ

う
と
言

い
出
し
、
止
め
ら
れ
る
。

さ
ら

に
、
黒
水
河
に
到
り
、
九
姑
廟
に
宿
を
と

っ
た
と
き
夢
に
現

れ
た
仙
女
か
ら
鶴
肇

の
仙
衣
を
与
え
ら
れ
る

(第
五
二
回
)。
鶴
肇

は
地
面
に
届
く
ほ
ど
の
長
さ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ガ
ウ
ン
で
、
も
と

も
と
は
鶴
な
ど
鳥

の
羽

で
作

っ
た
と
さ
れ
、
道
教

で
は
羽
衣
と
称

バ
が
　

す
る
。
物
語
の
な
か
で
は
蕃
王
が
王
昭
君
に
触
れ
よ
う
と
す
る
と
何

万
と

い
う
銀
針
が
生
え
て
そ
の
身
を
守
る
宝

物
で
あ
る
と
と
も
に
、

王
昭
君
が
仙
女
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
そ
れ

を
ま
と

っ
た
ま
ま
身
を
投
げ
た
王
昭
君
で
あ
る
が
、
漢

の
皇
帝
が
皇

城
外
の
川
辺
に
流
れ
着

い
た
死
体
に
祈
る
と
鶴
薯
は
消
え
去

る
。
そ

し
て
皇
后
が
手
ず
か
ら
死
体
を
清
め
、
漢
の
服
を
着
せ
て
葬
る
の
で

あ
る

(第
六
四
回
)
。

第
三
章
に
み
た
よ
う
に
、
絵
画

の

「昭
君
出
塞
図
」
に
お
い
て
も

王
昭
君
は
漢

の
衣
服
を
着

て
い
た
り
胡
の
衣
服
を
着

て
い
た
り
し
た

が
、
本
章
で
取
り
上
げ
た
文
学
作
品
は
、
そ

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

言
葉

で
説
明
す
る
も
の
と
言
え

る
。
「王
昭

君
変

文
」
や
銭
選

の

「明
妃
出
塞
図
」
な
ど

の
、
胡
地
に
あ

っ
て
も
漢

の
衣
装
を
ま
と

つ

た
王
昭
君
は
、
身
も
心
も
漢
人
で
あ
り
、
胡
地
に
赴
く
自
分

の
運
命

を
承
知
し
て
い
な
い
。
胡

の
衣
服
に
着
替
え

る
こ
と
は
漢
人
と
し
て

の
自
分
に
別
れ
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
機
と
し
て
認
識
さ
れ

る
。
『
双
鳳
奇
縁
』
で
、
胡
服

の
上
に
鶴
警
を
重
ね
た
王
昭
君
の
姿

は
、
漢

に
拒
否
さ
れ
て
も
胡
を
拒
否
す
る
心
情
を
象
徴
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

漢
民
族

は
、
紀
元
前
の
出
来
事
で
あ
る

「昭
君
出
塞
」
を
、
二
千

年
に
わ
た

っ
て
図
像
と
し
て
も
文
芸
と
し
て
も
繰
り
返
し
再
生
産
し

て
き
た
。

王
昭
君
は
、
漢
人
と
女
性
と
い
う
ふ
た

つ
の
特
徴
を
持

っ

て
い
る
た

め
に
表
象

の
対
象
と
し
て
魅
力
的
で
あ

っ
た
し
、
そ
れ
が

集
約
的
に
表
れ
る
の
が

「昭
君
出
塞
」
だ
と
い
え
よ
う
。
漢
人
女
性

と
し
て
の
表
象

の
再
生
産

の
実
際
は
、
時
代
や
地
域
に
よ

っ
て
多
様

で
あ
る
。
胡
服
を
着
け
馬
に
乗
り
吹
き
付
け
る
風
に
面
を
上
げ

て
前

進
す
る
金
朝

の
王
昭
君
と
、
漢
服
を
着
け
車

の
奥
に
座
り
運
ば
れ
て

い
く
明
朝

の
王
昭
君
、
ま
た
胡
服
を
着
け
酪
駝
に
の
り
単
干
と
談
笑

し
て
い
く
現
代

の
王
昭
君
と
を
比
べ
れ
ば
、
そ
の
相
違
は
は
な
は
だ

し
く
、
そ

の
心
情
を
推
し
量

っ
て
み
た
く
な
る
と

い
う
も
の
で
あ
ろ

う
。
漢

へ
の
望
郷
絶
ち
が
た
く
絶
命
す
る
変
文

の
王
昭
君
、
悲
嘆

に

く
れ
る
皇

帝
に
対
し
て
み
ず
か
ら
の
運
命
を
諦
念
し
た
か
の
よ
う
な

『
漢
宮
秋

』

の
王
昭
君
、
皇
帝
を
怨
み
、
単
干
も
拒
否
し
通
す

『
双

鳳
奇
縁
』

の
王
昭
君
。

こ
れ
ら
の
王
昭
君
像
も

一
様
と
は
言

い
が
た

い
。
彼
女
と
対
照
さ
れ
る
胡
人
の
形
象
は
、
絵
画
で
は
各
時
代

の
実

際
の
周
辺
異
民
族
の
姿
を
写
し
取

っ
た
も

の
で
あ
り
、
文
学
作
品
か

ら
は
王
昭
君

の
行
く
先
に
待

つ
異
民
族

へ
の
認
識
や
疎
親

の
感
情
が

透
け
て
見
え
る
。
漢
人
の
王
昭
君
の
望
む
も
の
が
分
か
ら
な

い
な
が

ら
大
切
な
和
蕃
公
主

の
た
め
に
手
立
て
を
講
じ
る
変
文

の
単
干

の
懸

命
な
姿
に
恐
ろ
し
さ
は
感
じ
な
い
。
『漢
宮

秋
』

の
蕃
王
は
、
王
昭

君
を
失

っ
て
毛
延
寿

の
計
略
に
気
づ
き
、
す

ぐ
さ
ま
漢
と
の
関
係
を

修
復
す
る
た
め
毛
延
寿
を
差
し
出
す
賢
明
さ
を
持

つ
。
兵
力
で
皇
帝

に
王
昭
君
を
差
し
出
さ
せ
た

『双
鳳
奇
縁
』

の
蕃
王
は
、
王
昭
君
の

心
欲
し
さ
に
そ

の
策
略
に
落
ち
て
し
ま
う
。

一
方

で
、
文
芸
作
品
に
お
い
て
ご
く
近
年

ま
で
変
わ
ら
な
か

っ
た

の
は
倫
理
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。
貞
節
は
、

そ
の
対
象
が
皇
帝
か
単

子
か
と
い
う
違

い
は
あ

っ
て
も
、
時
代
を
越

え
て
常
に
王
昭
君

に
要

求
さ
れ
て
い
た
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
王
昭
君
が
漢
人
で

あ
る
と

い
う
認
識
を
捨

て
な

い
こ
と
も
、
ど

の
作
品
に
も
共
通
す

る
。
も
と
も
と
和
蕃
公
主
は
至

っ
て
政
治
的

な
存
在
で
あ

っ
て
漢
を

捨
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
当
然
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
漢
と
は
何
か
と
い
う
問

い
を
越
え
て

政
治
の
枠
組
み
に
絡

め
取
ら
れ
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
王

昭
君

の
表
象

の
宿
命
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

注〈
1
>

『王
昭
君
記
念
郵
票
冊
』
天
海
国
際
郵
票
有
限
公
司
、

一
九
九

四
年
。

〈
2
>

近
代
以
降
で
は
郭
抹
若
が
、
皇
帝
に
反
抗
し
自
ら
の
意
思
で
旬

奴
に
嫁
し
、
「嫁
に
行
っ
て
も
必
ず
し
も
夫
に
従
わ
な
い
」
(郭
沫
若

「写
在

《三
箇
叛
逆
的
女
性
》
後
面
」

一
九

二
六
年
)
王
昭
君
像
を

古典に見る漢族女性の形象217



描

い
た
。
日
本
で
も
藤
水
名
子
の
小
説

『王
昭
君
』
で
は
自
由
に
あ

こ
が
れ
る
行
動
的
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
近
代

的
女
性
解
放
思
想
を
具
現
す
る
女
性
と
し
て
の
描
き
な
お
し
は
、
王

昭
君
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
上
の
女
性
に
つ
い
て
行
わ
れ
て

い
る
。

〈
3
>

『
93
中
国
小
説
精
葦
』。
原
載

『湖
南
文
学
』

一
九
九
三
年
第
三

期
。
王
昭
君
の
出
身
に
つ
い
て
は

『琴
操
』
は
斉
王
穣
の
娘
と
す
る

が
、
三
峡
の
姉
帰
と
い
う
村
の
出
身
と
す
る
説
が
、
杜
甫
の
詩
な
ど

に
よ

っ
て
定
着
し
た
。

〈
4
>

寵
天
舘
著
、
上
海
古
籍
出
版
社

(花
非
花

・
歴
史
小
説
系
列
)、

一
九
九
九
年
。
引
用
は
第
十
章
、

一
四
六
頁
。
作
者
紹
介
に
よ
れ

ば
、
著
者
は
満
族
で
、

一
九
六
四
年
生
ま
れ
。
八
〇
年
代
末
か
ら
は

北
方
少
数
民
族
の
文
化
史
と
軍
事
史
に
取
材
し
た
小
説
も
発
表
し
て

い
る
。

〈
5
>

漢
と
東
旬
奴
の
関
係
が
友
好
関
係
か
臣
従
か
に
つ
い
て
は
歴
史

家
に
議
論
が
あ
る
。
好
並
隆
司

『前
漢
政
治
史
研
究
』
研
文
出
版
、

二
〇
〇
四
年
、
参
照
。
ま
た
、
澤
田
勲

『旬
奴
l
I
古
代
遊
牧
国
家

の
興
亡
』
(東
方
書
店
、

一
九
九
六
年
)
に
掲
載
の
系
図
は
理
解
に

便
利
で
あ
る
。

〈6
>

唐
以
前
に
つ
い
て
は
黒
川
洋

一

「王
昭
君
の
伝
説
と
文
学
」
に

整
理
さ
れ
て
お
り
、
元
曲

『漢
宮
秋
』
に
つ
い
て
は
久
保
天
随
の
紹

介
に
は
じ
ま
り
波
多
野
太
郎
、
吉
川
幸
次
郎
両
博
士
の
論
考
が
比
較

的
早

い
。
ま
た
川
口
久
雄

「敦
煙
変
文
の
素
材
と
日
本
文
学
-

王

昭
君
変
文
と
我
が
国
に
お
け
る
王
昭
君
説
話
」
(『金
沢
大
学
法
文
学

部
論
集
』

=

号
)
は
、
日
本
の
古
典
文
学
に
お
け
る
王
昭
君
の
受

容

に

つ

い
て
も
詳

し

い
。

〈
7
>

晋

の
文

帝

の
本

名

「昭

」

を
避

け

て

「明

君
」

「
明
妃

」

と
呼

ぶ

よ
う

に
な

っ
た
。

〈
8
>

王
建

の

「観
蛮

妓
」

詩

に

「欲
説

昭

君
敏

翠
蛾

、
清

声
委

曲
怨

干
歌

」
と

あ
り

、
吉

師
老

の

「看

蜀
女

転

昭
君
変

」

と

い
う
詩
題

か

ら
見

る
と

、

四
川

の
女
性

が
語

っ
て
歩

い
た
よ

う
だ
。

〈
9
>

秦

観

「
調

笑

令

十

首

並
詩

」
、

『
楽
府

雅

詞
』

巻

上

「調

笑

集

句

」

の
い
ず

れ

も
、

美
女

を
題
詠

し

た
な

か
に
、

王
昭

君

を
取

り
上

げ

る
。

〈
10
>

『
西

湖

遊

覧

志

余

』

巻

二

〇

「
煕

朝

楽

事

」

に

は

「立

春

之

儀

、
附

郭
両

県
輪

年
逓

弁

、
…

…
選
集

優
人
戯

子
小

妓

装
扮

社
彩

、

如

昭
君

出
塞

、
学

士

登
瀬

、
張
仙

打
弾

、
西
施

採
蓮

之

類
、

種
種

変

態

競

巧
争

華

、
教

習

数

日
、

謂
之

演
春

、
」

と

し

て
演

目

の
最

初

に

挙

げ

ら
れ

て

い
る
。

〈
11

>

『
旧
唐

書

』

巻

四
五

「輿

服
志

」

に
は
、
劉

子

玄

の
言

葉

と

し

て
、

「
閻
立

本

画

昭

君
入
旬

奴

、
而

婦

人
有

著

帷
帽

者

、

…
…

帷
帽

創

於
晴

代
、
非

漢
宮

所
作

、
」

と
あ

り
、
帷

帽

の
始

め
を
晴

と

す

る
。

〈
12

>

周

錫
保

『中

国
古

代
服
飾

史

』
中

国
戯
劇

出
版

社

、

一
九

八

四

年

、

二

=

二
頁

。

高
春

明

『中

国
服

飾

名

物

考

』

上

海

文
化

出
版

社

、

二
〇
〇

一
年

、
図
版

=

頁
。

〈
13

>

明

の
江
阿

玉

に

「
呉
江
史

明
古

家
蔵

陸
晃

昭
君

図
」

の
詩

が

あ

る
。

〈
14
>

韓

駒

に
は

「題

李
伯

時
画

昭
君

図
」
詩

が

あ
り

、
王
庭

珪

が

見

た

の
と
同

じ

も

の

で
あ
れ

ば
、

「昭

君
図

」

と

い
う
名

称

に
よ

っ
て

美

人
画

で
あ

る
可
能

性

を
示
唆

し

て

い
る
と
思

わ
れ

る
。

日
本

で
は
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王
昭
君
の
物
語
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

「昭
君

図
」
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
江
戸
時
代
の
桃
源
斎
栄
舟
の

『見
立
王
昭
君
図
』、
久
隈
守
景

『王
昭
君
図
』、
明
治
時
代
の
鶴
沢

探
真

『王
昭
君
』、

い
ず
れ
も
美
人
画
と
し
て
の
王
昭
君
図
で
あ

る
。

〈15
>

内
山
精
也

「王
安
石

『
明
妃
曲
』
考
ー

北
宋
中
期
士
大
夫
の

意
識

形

態

を
め

ぐ

っ
て
」

『
緻

撹

』
第

五
号

・
第

六

号
、

一
九

九

三

年

・

一
九
九

五
年

が
、

こ
の
作

品

の
先

行
作

品

や
制
作

の
背

景
、

後

世

の
評
価

な
ど

を
詳
細

に
検

討

し

て

い
る
。

〈
16
>

『
宣

和
画

譜

』
巻

七

「
尤

工

人
物

能

分
別

状

貌

、

…
…
非

若

世

俗
画

工
混
為

一
律

貴
賎

妖
醜

止

以
肥
紅

痩

黒
分
之

大
抵

」
。

〈
17
>

南
宋

の
襲
萬

頃
、

柴
随

亨

、

梅
致

和

の
詩
題

。

ま
た
李

流
謙

の

「
郭
守

以

石
刻
屈

平

・
昭

君

像

云

々
」

詩

に
は
、

同

郷

の
屈
原

と

王

昭

君
と

を
合
わ

せ

て
清

廉

な

人
物

と

し

て
石
像

を
刻

ん

で
顕
彰

し
よ

う
と
し

た

こ
と

が
見

え

て

い
る
。

〈
18
>

『
世

界
美

術

大

全

集

東

洋
編

』

第

六
巻

「
南

宋

・
金

」

小

学

館

、

二
〇
〇
〇

年
、
嶋

田
英

誠

執

筆

「南
宋

宮
廷

の
絵

画
」

の

「前

期

の
画

院
絵
画

」

の
項

。

〈
19
>

金

の
絵
画

は

現
存

作

品

が
少

な

く
、

ま
た

日
本

に
伝
存

す

る
と

い
う
点

か

ら
も
、
研
究

も

写

真

の
掲
載

も
多

い
。

金

の
張
璃

の

「文

姫
帰
漢

図
」

が
非
常

に
よ
く

似

た
構

図

で
あ

っ
て
、
両

者

に

は
祖

本

が

あ

る

こ
と

が
想

定

さ

れ

る

が
、

こ

こ

で
は
取

り
扱

わ

な

い
。

ま

た
、

こ

の
両

者

に
関

す

る
考

察

と

し

て
、

衣

若

券

「
「
出

塞

」

或

「帰

漢

」

王
昭

君
与

察

文

姫

図
像

的

重

畳
与

交

錯

」

(
『
婦
研

縦

横
』

七

四
期

、

二
〇
〇

五
年

四

月
所
収

)

が
あ

り
、

図
版

も
多

く
収

載

す

る
。

〈
20

>

『東

洋

服
装
史
論

孜

古

代
編

』

文
化

出
版

社

、

一
九

七
九

年
。

〈
21

>

『
陶

器

が
語

る
来

世

の

理
想

郷
、

中

国

古

代

の
暮

ら

し

と
夢

ー

建
築

・
人

・
動
物
』
展
覧
会
図
録
鵬
解
説
、
愛
知
県
陶
磁
資
料

館

な

ど
、

二
〇
〇
五

年
。

〈
22

>

『
元
曲

選

』

は

『
破

幽
夢

孤

雁
漢

宮

秋

』

と

し

て
収

録

し

て

い

る
。
唐

の
辺

塞
詩

に
お

い

て
雁

と

王
昭

君
と

が
結

び

つ
け
ら

れ

た
。

〈
23

>

『
王

昭
君

記
念

郵
票

冊

』

の
台

紙

に

用

い
ら

れ

て

い
る

の

は

い

ず

れ

も
仇
英

の
彩
色

画

で
、

王
昭
君

の
物

語

の
さ
ま
ざ

ま

な
場
面

を

描

い

て

い
る
。

「
昭
君

」
切

手

の
台

紙

は

「漢

宮
春

暁

図

」

と

い
う

宮

女

た
ち

を
描

い
た
絵
巻

の

一
部

で
、

毛
延

寿

が
王

昭
君

を
描

き
、

目

の
下

に
癒

を

入
れ
よ

う
と

し

て

い
る
場
面

を
使

用

し

て

い
る
。
末

尾

に
は
花
草

模
様

の
袋

に

は

い

っ
た
琵

琶

を
抱

え
、
宋

以
後

に
女
性

の
衣

装

に
加

わ

っ
た

「背

子

」
を

着

、

「
昭

君
套

」

と
呼

ば

れ

る

よ

う

に
な

る
毛

皮

の
頭
飾

り
を

つ
け

て
毛

皮

の
敷
物

の
上

に
立

つ
王
昭

君

の
姿

を
描

い
た

「昭

君
琵
琶

図

」

が
印

刷

さ
れ

て

い
る
。

〈
24
>

『
漢

宮
秋

』

で

王
昭
君

が
黒
竜

江

に
投

身
自

殺

す

る

イ

メ
ー

ジ

を
意

識

す

る
も

の
で
あ
ろ

う
。
元

の
耶

律

楚
材

の

「過
青

塚
次

質
搏

雷

韻

」
詩

に
も

「朝

雲

雁

嗅

天

山
外

、

残

日
猿

悲

黒

水

濱

」

と

あ

り
、

黒
水

の
イ
メ
ー

ジ
が
定

着

し

て

い

っ
た
様

子

が
窺

わ

れ
る
。

〈
25
>

大

和

文

華

館

所

蔵

、

『
大

和

文

華

館

所

蔵

品

図

版

目
録

8
絵

画

・
書

蹟

中

国

・
朝

鮮

篇

』

大

和

文

華

館

、

一
九

八

八

年

、

一

八

・

一
九

頁
、

一
六
世

紀

と
す

る
。

〈
26
>

作

者

不
詳

の

「
明
妃

出

塞

図

」

(
明

一
六

世

紀

、
作

者

不
詳

、

前

掲

『
大

和
文

華
館

所

蔵

品
図

版

目
録

8
絵

画

・
書

蹟

中

国

・
朝

21g-一 古典 に見 る漢族 女性の形象



鮮

篇

』

二

二

・
二

三

頁

。

『
中

国

絵

画

総

合

図

録

』

で
は

清

と

す

る
)

で

も
王

昭

君

は
酪

駝

に

引

か

せ
た

車

に
乗

っ
て

い

る
。

た

だ

し
、
車

は
丸

い
天

蓋

を
有

し

、
幌

を
張
り

出

し
た
前
部

は
無

く

、

一

七

四

・六

㎝
と

い
う

長
巻

で
多

数

の
人

物

が
描

か

れ

て

い
る
が

、
漢

人

の
衣

装

を
着

た

者

は

い
な

い
。
騎

馬

し

て
先

頭
を
行

く

一
群

の
後

ろ

か

ら
、

酪

駝

二
頭

に
引

か

せ
た

車

に
乗

っ
た

単

干

が
続

い
て

お

り
、
胡

人

の

一
部

は
鎧

を
身

に

つ
け
、
侍

女
た

ち

は
み
な
姑

姑

冠
を

つ
け

て

い
る
。

衣

若
券

氏

は
前

掲
論
文

で
、
昭

君

の

一
行

は
画
面

右

向

き

に
、

票

文

姫

の

一
行

は
左

向

き

に
描

か
れ

る

と
指

摘

し

て

お

り
、
琵
琶

を
抱

く

侍
女

を
伴

う

も

の

の
、
左

に
向

か

っ
て
進

む
本

作

は

『
文
姫
帰

漢

図

』

で
あ

る
可

能
性

も
あ

る
。

〈
27
>

前
掲

の
衣

若
券

論

文

で

は

「文
姫

帰
漢

図
」

と
す

る
。

段
書

安

編

『中

国
古

代
書

画

図

目
』

(文
物

出
版

社
、
二
〇
〇

一
年

)
は
琵
琶

を

配

し

て
い
る

こ
と

か

ら
王

昭
君

と
認
定

し

た
も

の
か
と

思
わ

れ

る
。

〈
28
>

鄭
方
坤

『全

闘

詩

話
』

巻

六

「郡

定
」
。

〈
29
>

前
掲

『
中

国
古

代

書
画

図

目
』
第

五
冊

・
第

一
二
冊
所
収

。

〈
30
>

安

徽
省

博
物

館

蔵

。
前

掲

『
中
国

古
代

書
画

図
目
』

第

一
二
冊

所
収
。

〈
31
>

絵

画

で
は

な

く
文

学
作

品

と
密
接

に
結

び

つ
い
た
挿
絵

も
し

く

は
イ

ラ

ス
ト

の
古

い
も

の
で

は

「王
昭

君
変

文
」

が
あ

っ
た
。

現
存

す

る
部

分

に

「上

巻

立
鋪

畢

、
此

入
下

巻
」

と
記

さ
れ

て

い
る
よ

う

に
、
本
来

画
巻

を

見

せ

て
語

ら

れ
た
も

の
で
あ

る
。

残
念

な
が

ら
画

巻

は
現
存

し

な

い

の

で
そ

の
絵

を
検

討

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。
明

代

以
後

に
な

れ
ば

小

説

の
挿

絵

が
あ
り

、
衣
若

芽
氏

に

よ
れ
ば

、

そ

れ

ら

は
絵

画
作

品

を

踏

ま

え
、

さ
ら

に
芝

居

の
衣
装

を
取

り
込

み
、

文
学

作

品

の
内
容

に
あ
わ

せ

て
演
劇

的
効

果

を
生

む
絵
柄

と

な

っ
た

と

い
う
。
前

掲

の
衣
若

券

「
「出

塞

」
或

「帰

漢
」
」

を
参

照

さ
れ

た

い
。

こ

こ
で
は
、

明

の

『
王

昭

君
出

塞

和
戎

記

』

(天

一
出

版

社
、

中
国

戯
劇
研

究
資
料

第

一
輯

)

の
挿

絵

で
は
、

王
昭

君

の
身
替

り

と

な

っ
て
嫁

す
薫

善
音

は
漢
服

を

ま
と

い
、

王
昭

君
自

身

の
出
塞

は
芝

居

の
衣
装

で
は
あ

る

が
胡

服

で
あ

る

こ
と

を
指
摘

し

て

お
き
た

い
。

〈
32
>

こ

う
し

た
婚

姻

の
あ

り
方

を

寡

婦

相

続

と

呼

ぶ

の

か

レ
ヴ

イ

レ
ー
ト

な

の
か

(
和

田

正
平

『
性

と

結

婚

の
民
俗

学

』

同

朋

舎

出

版

、

一
九

八
八

年

)
、

あ

る

い
は
媛

婚
制

(
澤

田
勲

『
旬

奴
-

古

代

遊
牧

国
家

の
興
亡

』
東

方
書

店

、

一
九
九

六
年

)

と
呼

ぶ

の
か
、

筆

者

に
は
判
断

で
き

な

い
。

ひ
と

ま
ず

寡
婦
相

続

と
呼

ぶ

こ
と

に
す

る
。
な

お
、

レ
ヴ

ィ

レ
ー
ト

は

「古

く

か
ら
漢

民
族

が
異

民
族

の
風

習

と
し

て
最
も

忌
避

し

て
き

た
」

も

の
で
あ

る
と

い
う
指

摘

は
す

で

に
な
さ

れ

て
い
る

(関

西
中

国

女
性

史
研

究
会

編

『
中
国

女
性

史

入

門
』

人
文
書

院
、

二
〇

〇

五
年

)
。

〈
33
>

晋

・
相
孔
術

の
撰

。
侠

書

。

こ

こ
に
は
劉

義
慶

『世

説
新

語
』

「賢

媛
篇

」

王
昭

君

の
条

の
劉

孝

標

の
注

に
引

か
れ

た
部

分

を

引
用

し

た
。

〈
34
>

『
太

平
広

記
』

巻

四
八
九

所

収
。

ま

た
後

唐

の
清

泰

二
年

(九

三
五

)

の
年

号

が
記
載

さ

れ
た
敦

煙
文

書

(
ペ
リ
オ

三
七

四

一
)
も

あ

る
。

〈
35
>

文

中
、

王
昭

君
と

な
ら

ん

で
、
楊

貴
妃

が
玄
宗

と

そ

の
息

子

の

妻

で
あ

っ
た

こ
と

も
暗

に
触

れ
ら

れ

て

い
る
が
、

同
時

代

の
唐

室

に

対

し

て
は
遠
慮

し

て

い
る
。

〈
36
>

前
掲

『中

国
古

代
服

飾
史

』

二
六

三
頁
。
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